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ⱥ語仮定法におࡅる時制のᣦᑟ  

How to Teach Tense SysteP in English SubMunctive 0ood 

 

す  ᮧ   ㇏ 

<utaNa 1ishiPura 
 

䠍 

  H.%radley が The 0aNing of English(1904:38)で͆3erhaps in another generation 

the subMunctive forPs will have ceased to e[ist e[cept in the single instance 

of were, which serves a useful function....͇㸦一ୡ௦後には､ ᭷⏝なᶵ⬟をᯝたして

いる were を၏一の例እとして、仮定法のᙧែはこのୡからᾘ⁛してしまっているࢁࡔう㸧とண

言し、その後☜かに仮定法が┤説法にྲྀって௦ࢃられるഴྥがあった。しかし、ྜྷ ⏣(1986:227)

はそのような発言にたいして「これはᑡ々ྲྀり㉺しⱞປということになるのではあるまいか。

それというのも、仮定法の᰾ᚰにあたる㒊ศは、ࡸはりⱥ語ではḞかࡏないとこࢁであって、

これが┤説法によって完全に㣗ࡉれるとは考えにくいからである｡ たࡔ時௦とඹに⛣りኚࢃ

る言語ព㆑によって、࿘㎶の㒊ศがከᑡともㄪᩚࡉれていくことはあっても、ᮏ体そのものを

 。るがすようなኚはないと考えられるのである」と述べているࡺ

そして、᪥においても、仮定法はከᑡのኚをకいながらもཝ↛と⏕き⥆ࡅ、≉に仮定法

におࡅる時制のኚが᪥ᮏேのⱥ語学⩦⪅をⱞしࡵているのである｡ 

&elce�0urcia, 0 and '. /arsen�)reePan.(1983:340)でも 

    &onditional sentences consist of two clauses and are therefore Pore coPple[ 

syntactically than Pany other structures. 0oreover, the sePantics of all the 

various types of conditional clauses are subtle and hard to understand even 

for native speaNers. *ood coPprehensive descriptions are not readily available. 

)urtherPore, ES/�E)/ students need a good grasp of the English tense systeP 

as well as the Podal au[iliaries before they can cope with the full range of 

conditional sentences in English. 

 㸦᮲件文はつの⠇からできている。それᨾにከくのの⤫語ᵓ㐀より複雑である。

らに、全てのᵝ々な✀㢮の᮲件⠇のពの㐪いはᚤጁであり、ⱥ語をẕᅜ語とすࡉ
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るே㛫にとってࡉえ⌮ゎするのがᅔ㞴なのである。よくまとまったໟᣓ的な説明と

いうものはなかなかお┠にかかることができない。ࡉらに言えࡤ、ES/�E)/ の⏕ᚐが

ⱥ語の全ての✀㢮の᮲件文をいこなࡏるようになるたࡵには法ຓືモࡅࡔでなく、

ⱥ語の時制をしっかり⌮ゎするᚲ要がある。㸧 

と仮定法をྵࡵた᮲件文の時制の学⩦の㞴しࡉについてゐれている。 

  ㄶゼ㒊(1985:6)は「⏕ᚐにとって仮定法はなࡐ㞴しいか」で 160 ேの学 1・2ᖺ⏕

にࢺ࣮ࢣࣥをྲྀり、その⤖ᯝ 64 ே(40�)の学⏕が｢の時制で⾲現するのかศからな

い｣と⟅えているとሗ࿌している｡ すᮧも 2017 ᖺにᮏ学 1・2ᖺの学⏕ 66 ேにᑐして

同ᵝのࢺ࣮ࢣࣥを⾜い、その⤖ᯝ 55 ே(83�)の学⏕が｢の時制をえࡤいいのかศ

からない｣と⟅えている。 

これは一つにはPoodの定ືモの語ᙧにᑐするព的な関係の᭕ࡉからくると考え

ることができる｡ しかし、それࡅࡔではなく別の重要など点がᢤࡅているのである。

そのど点というのは、ⱥ語学のほ点からは⮬明のことであるが、ᩍ⫱文法のほ点から

はとࢇゐれられることがなかったと言ってよく、このᑠㄽ文ではそのど点とはఱ

かをල体的に考えていく。 

 

２ 

仮定法の時制については༢に仮定法内の時制の問題ࡅࡔを見ていてもࡵࡔなのであ

る｡ よく㧗ᰯ⏕のཧ考᭩➼に 

規๎㸯「現在の事ᐇのᑐは仮定法過去が､ 過去の事ᐇのᑐには仮定法過去完了が

⏝いられる｡｣ 

との説明があるが、ୖグの説明の୰にある「現在」と「過去」の定⩏・ពが᭕で

あるたࡵにከくの㧗ᰯ⏕は仮定法の┤᥋話法の文を㛫᥋話法に㌿した場合に、(1)を

(2)のように᭩きえるのである。 

(1) He said, �,f , were rich, , could buy a new car.� 

(2)He said that if he had been rich, he could have bought a new car. 

(1)の┤᥋話法の仮定法にとっての「ᆅの時」は said という過去の時であり、この時

を基準に考えて said という過去の時の事ᐇのᑐであるから仮定法過去完了の(2)の

文に᭩きえてしまうのである。 

 ṇしくは 

(3) He said that if he were rich, he could buy a new car. 

である。にも例をᣲࡆてࡳよう。 
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(4) She wished she could be >could have been@ franNly selfish and Neep hiP at 

hoPe. 

 (5) He acted as if he were >had been@ losing his tePper. 

つまり、規๎㸯の説明に༢⣧に従えࡤ᭩きえをㄗる場合があるのである。また、

よくཧ考᭩➼で、「仮定法は時制の一⮴をཷࡅない」と述べられている。これは(1)の

┤᥋話法を(3)の㛫᥋話法に᭩きえる㝿には問題は⏕ࡌないが、仮定法の文をㄯ話ᵓ

㐀の୰でࣈࢸ࢝ࢽ࣑ࣗࢥに⏝いようとするときに、規๎㸯の説明が㢌を㞳れ、ࡎ

の時制を⏝いて⾲現してよいのかࢃからなくなるのである。例えࡤ、 

(6) , wanted to buy a new car, but , couldn̓t because , was unePployed. %ut 

, often thought that , could buy a new car if , were ePployed. 

のୗ⥺㒊のあるⱥ文を⾲現する場合に、⾲㠃的な規๎㸯のゎ㔘に従い 

(7)%ut , often thought that , could have bought a new car if , had been ePployed. 

としてしまう⏕ᚐがከくいるのである。 

 

３ 

３．䠍 

安(1989㸸179)は 

規๎㸰｢言語άືに関する㝈り､ ࠗ 現在࠘というのは､ ᖖに､ 話し手を୰ᚰにし､ 話し

手の存在している時を㍈にしてỴまってくるものである｡ 時㛫の┤示体⣔

(dei[is)のཎ点は話し手が話し手として存在しているࠗ࠘､ つまり､ ࠗ話し

手の現在࠘(speaNer
s present)にあるということである｡｣ 

と述べている｡  

この考えに従うなら、 

 (1)He said, �,f , were rich, , could buy a new car.� 

において、この文全体の「話し手の現在」は͇͆ということになるが、┤᥋話法の

仮定法そのものの「話し手の現在」について㝈って考えるならࡤ said の時となり、仮

定法の内容が「話し手の現在」㸸said の時の事ᐇのᑐであるたࡵに、 

(3)He said that if he were rich, he could buy a new car. 

㛫᥋話法に᭩きえた場合でも仮定法は、仮定法過去でよいことになる。 

(8)He said, �,f , had been rich in Py youth, , could have bought a new car.� 

であれࡤ、┤᥋話法の仮定法そのものの「話し手の現在」は said の時となり、仮定法

の内容が「話し手の現在」:said の時より過去の事ᐇのᑐであるたࡵに仮定法過去完

了でよいこととなる。 
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(9) He said that if he had been rich in his youth, he could have bought a new 

car. 

 

３．２ 

3.1 のように考えた場合、文全体の「話し手の現在」と仮定法そのものの「話し手の

現在」とが存在することになり複雑なものになってしまう。このことを安藤(1983)に

基づいて考えると簡潔なものになる。 

安藤(1983:61)は Reichenbach(1947)に従って､ 発話時(point of speech, S)､事件時

(point of event, E)､ 基準時(point of reference, R)の３つの時点に区別している。

時制は基準時が発話時よりも前か後か、それとも同時かという関係を示すものである

から、過去・現在・未来の３時制は、一般言語学的には 

 (10) 過去  R<S 

      現在  R=S 

      未来  S<R  

のように図示できるとしている｡  

そして､ 例として 

 (11) The train had left when we arrived at the station. 

において､話し手が(11)を述べている時点がS<発話時>､ 我々が駅に着いた時点がR<基

準時>､ 列車が出た時点が E<事件時>とし、この関係を(12)のように図示している。 

 (12)  

       E        R        S 

ここで、R<基準時>は S<発話時>よりも「前」なので過去時制であり、E<事件時>は R<

基準時>よりも「前」なので過去完了となると説明している｡  

この３つの時制の考え方に基づいて仮定法の時制を考えると、仮定法の時制の問題

が見えてくる。 

仮定法の時制で重要なのは基準時と事件時との関係である｡ 基準時は｢仮定する基

準となる時｣のことであり､ これを｢仮定する時｣と規定する｡また、事件時は「仮定文

の真の時」であり、これを「仮定する内容の時」と規定する。 

  (3)､(4)､(5)の「仮定する時」と｢仮定する内容の時｣との関係を S<発話時>も入れて

考えると、 

 (3) S>｢仮定する時｣(過去;said の時)=｢仮定する内容の時｣(過去) 

(4) S>｢仮定する時｣(過去;wished の時)=｢仮定する内容の時｣(過去) 

(5) S>｢仮定する時｣(過去;acted の時)=｢仮定する内容の時｣(過去)  
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となる｡  

 ḟの仮定法過去の場合はうであࢁうか。 

 (13) ,f , were rich, , could buy a new car. 

 (14) , wish , were a bird. 

(15) , wished , were a bird. 

(16) She speaNs as if she Nnew everything.  

 (17) She spoNe as if she Nnew everything.  

(18) ,f , won first pri]e in the lottery, , could travel to Hawaii. 

(19) , said that if , won first pri]e in the lottery, , could travel to Hawaii. 

ୖグのⱥ文を S<発話時>、「仮定する時」と｢仮定する内容の時｣との関係で考えると 

 (13) S=｢仮定する時｣(現在)=｢仮定する内容の時｣(現在) 

 (14) S=｢仮定する時｣(現在;wish の時)=｢仮定する内容の時｣(現在) 

 (15) S>｢仮定する時｣(過去;wished の時)=｢仮定する内容の時｣(過去) 

 (16) S=｢仮定する時｣(現在;speaNs の時)=｢仮定する内容の時｣(現在) 

(17) S>｢仮定する時｣(過去;spoNe の時)=｢仮定する内容の時｣(過去) 

 (18) S=｢仮定する時｣(現在)<｢仮定する内容の時｣(未来) 

(19) ｢仮定する時｣(過去;said の時)<｢仮定する内容の時｣(未来 )<S 

となる。 

 。るࡳらに、仮定法過去完了について考えてࡉ 

(20) ,f , had been there, , would have told hiP the truth. 

 (21) , wish , had Nnown how to do it. 

 (22) , wished , had Nnown how to do it. 

 (23) She speaNs as if she had seen a ghost. 

 (24) She spoNe as if she had seen a ghost. 

ୖグのⱥ文を S<発話時>、「仮定する時」と｢仮定する内容の時｣との関係で考えると 

 (20) S=｢仮定する時｣(現在)>｢仮定する内容の時｣(過去) 

 (21) S=｢仮定する時｣(現在;wish の時)>｢仮定する内容の時｣(過去) 

 (22) S>｢仮定する時｣(過去;wished の時)>｢仮定する内容の時｣(過去より前) 

 (23) S=｢仮定する時｣(現在;speaNs の時)>｢仮定する内容の時｣(過去) 

 (24) S>｢仮定する時｣(過去;spoNe の時)>｢仮定する内容の時｣(過去より前) 

となる。 

このように見てくるศかるように、S<発話時>は仮定法のᙧᘧをなࢇらᣊ᮰しないの

である｡ 
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要は、「仮定する時」と「仮定の内容の時」の関係であり、 

(25) ｢仮定する時｣ ӌ ｢仮定する内容の時｣ Ѝ 仮定法過去 

(26) ｢仮定する時｣ 㸼 ｢仮定する内容の時｣ Ѝ 仮定法過去完了 

ということになる。 

  

３．３ 

  ୖグのことを図でまとࡵてࡳると､ 

 

             過去     現在 

(現ᐇୡ⏺)             仮定する時 

 

  

                                    仮定法過去 

 仮定法過去完了                        

                             

 

(ྍ⬟ୡ⏺)                  仮定する内容の時 

図㸯               

図㸯のようになる。 

この図㸯から、「仮定する時」が「過去の時」であるのか「現在の時」

であるのかは関係ないということがศかり、簡␎すると 

 

                    㸦現ᐇୡ⏺㸧  仮定する時 

 

 

       㹙仮定する時より過去㹛         㹙仮定する時より未来㹛 

 

仮定法過去完了                 仮定法過去 

 

㸦ྍ⬟ୡ⏺㸧                    仮定する内容の時 

図㸰                       

図㸰のようになる。  

たࡔし､ 図㸰の㹙仮定する時より未来㹛については、「㉳こるྍ⬟ᛶ」にᑐする話

㹙仮定する時と同ࡌ時㹛
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し手の「ᚰ的ែᗘ」の問題ࡸ、┤᥋法の᮲件文との関係もあり、᭦なる説明がᚲ要と

なる。よって、仮定法をᩍえるึᮇのẁ㝵では、「仮定する時の事ᐇとᑐ」を⾲す

仮定法過去と「仮定する時より過去の事ᐇとᑐ」を⾲す仮定法過去完了についてᩍ

えるࡅࡔで༑ศであると考える。 

 

㸦現ᐇୡ⏺㸧  仮定する時 

 

㹙仮定する時より過去㹛 

 

仮定法過去完了           仮定法過去 

                               

                                                 

          㸦ྍ⬟ୡ⏺㸧                仮定する内容の時 

                         㹙仮定する時と同ࡌ時㹛 

図３ 

従って、図㸰を図３のようにࡉらに簡␎し、(25)(26)の規๎は 

 (27) ｢仮定する時｣ 㸻 ｢仮定する内容の時｣ Ѝ 仮定法過去 

 (28) ｢仮定する時｣ 㸼 ｢仮定する内容の時｣ Ѝ 仮定法過去完了 

とすれࡤよい。 

つまり、仮定法過去と仮定法過去完了のࡕらを⏝いるべきかについてᣦᑟする㝿

には、「仮定する時」と「仮定する内容の時」のᴫᛕをしっかり⌮ゎࡏࡉたうえで、

「仮定する時」と「仮定する内容の時」の㛫に時㛫のࣞࢬがあるかないかࡅࡔをしっ

かり見ศࡅるようにᩍえるࡅࡔで༑ศなのである｡ 

 

䠐 

  ᪥ᮏ語の᮲件文は語ᙧୖのኚがなく「たら、なら、あれࡤ」なで全ての᮲件文

を⾲現してしまうが、ⱥ語の᮲件文は時のᴫᛕに基づいて定ືモの語ᙧで⾲ࡉれるの

で、時のᴫᛕが仮定法の᭱も学⩦ᅔ㞴なとこࢁであると言える。そのような時のᴫᛕ

は᪥ᮏேの࣓ࢱ言語ព㆑にはないが、ⱥ語ᅜேはᙜ↛のこととしてព㆑しているので

ある。そのたࡵ、ⱥ語の文法᭩にも≉別のグ述がないのである｡よって､ ᪥ᮏேの学⩦

⪅はこの時のᴫᛕをまࡎ明☜なᙧで㌟につࡅることが､ 仮定法⌮ゎの基ᮏである。 

しかし、ୖグの関係をᑟ入ẁ㝵でᩍえることがᅔ㞴な場合も考えられる。その場合

には、౽ᐅ的なᙧとして「規๎㸯」を⏝いてᣦᑟࡊࡏるをᚓない。仮定法の基ᮏ的な
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ᴫᛕがある⛬ᗘ定着したẁ㝵において、ୖグのㄯ話ᵓ㐀の時制との関係で仮定法をᣦ

ᑟすべきであࢁう。 

仮定法におࡅる時のᴫᛕができれ90 ､ࡤ㸣௨ୖ仮定法について⌮ゎできたと言える｡ 

あとの 10㸣は࣮ࣥࢱࣃの⩦ᚓである｡ ㏫に言えࡤ、この仮定法の時のᴫᛕが⌮ゎでき

ない㝈り仮定法を⌮ゎしているとは言えないのである。このような文法㡯┠にᑐする

⌮ゎがあってึࡵて､ 文を⮬ศのものとしてࣈࢸ࢝ࢽ࣑ࣗࢥに⏕ᡂすることができ

るのであり､ このようなほ点からの文法こそ「ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥのたࡵの文法」と

言えるのではないࢁࡔうか。 
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